
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

[117]語文研究表紙奥付等

https://hdl.handle.net/2324/1516164

出版情報：語文研究. 117, 2014-06-13. 九州大学国語国文学会
バージョン：
権利関係：



―	57	―

学
会
彙
報

▼
平
成
二
十
五
年
度
　
学
位
論
文
題
目

　
　
　
　
　
学
　
部

水
上
勉
「
雁
の
寺
」
孝
―
推
敲
か
ら
う
か
が
う
性
愛
と
母
恋
の
物
語
―	
	

	

篠　

田　

菜　

央

夢
野
久
作
「
猟
奇
歌
」
に
つ
い
て	

藤　

岡　

志　

帆

小
川
未
明
童
話
研
究
―
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
を
中
心
に
―	

	
	

松　

本　

千　

穂

中
島
敦
『
文
字
禍
』
孝	

三　

坂　

紘　

未

『
枕
草
子
』
に
お
け
る
清
少
納
言
の
男
性
観	

	

―
斉
信
と
幸
成
の
二
人
物
に
注
目
し
て
―	
登　

本　

恵
里
花

物
語
に
お
け
る
和
琴
―
源
氏
物
語
を
中
心
に
―	

福　

島　

沙　

紀

西
村
定
雅
の
「
す
い
」
に
つ
い
て	

會　

津　

絵　

梨

大
原
幽
学
研
究
―
そ
の
和
歌
の
教
導
性
―	

白　

山　

あ
ず
さ

江
戸
時
代
に
お
け
る
音
楽
観
―
雅
俗
意
識
の
変
遷
を
中
心
に
―	

	
	

中　

山　

成　

一

中
村
三
近
子
研
究
―
そ
の
思
想
と
文
学
史
的
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
―	

	
	

脇　

山　

真　

衣

複
合
動
詞
「
―
こ
む
」
の
歴
史
的
変
遷	

遠　

藤　

明
日
香

レ
系
列
指
示
詞
に
お
け
る
人
称
用
法
の
史
的
変
遷	

津　

留　

聡　

子

副
詞
「
ざ
っ
と
」
の
史
的
研
究	

原　

田　

梨　

沙

熊
本
市
方
言
に
お
け
る
文
末
詞
「
ツ
タ
イ
」
に
つ
い
て	

米　

岡　

和　

泉

筑
前
方
言
若
年
層
の
文
末
詞
に
つ
い
て	

	

―
モ
ン
と
そ
の
派
生
の
も
の
を
中
心
に
―	

二　

村　

英　

輝

　
　
　
　
　
修
　
士

近
代
翻
訳
漢
語
の
研
究
―
日
中
間
の
語
彙
交
流
を
中
心
に
―	

	
	

陳　
　
　
　
　

偉

上
代
日
本
語
の
サ
行
子
音
に
つ
い
て	

	

―
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
朝
鮮
固
有
名
表
記
を
通
し
て
―	

	
	

李　
　
　

潣
　
基

接
頭
辞
の
歴
史
的
研
究
―
接
頭
辞
が
句
に
接
続
す
る
用
法
を
中
心
と
し
て
―		

	

惠　

村　

奈
都
美

養
育
語
彙
の
史
的
研
究	

柴　

田　

祥　

平

日
韓
に
お
け
る
漢
語
の
対
照
研
究
―
『
隣
語
大
方
』
を
中
心
に
―	

	
	

鄭　
　
　

令　

任

『
お
も
ろ
そ
う
し
』
に
お
け
る
主
格
表
示
に
つ
い
て	

	
―
王
府
オ
モ
ロ
か
ら
首
里
方
言
へ
―	

宮　

城　

愛　

実

京
伝
の
読
本
と
中
国
善
書
―
『
明
心
宝
鑑
』
を
中
心
に
―	

	
	

趙　
　
　
　
　

晶
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『
清
少
納
言
集
』
考	

	
―
そ
の
成
立
に
関
わ
る
一
考
察
―	

明　

石　

麻　

里

『
狭
衣
物
語
』
に
お
け
る
漢
詩
文
受
容
の
研
究	

閻　
　
　

紹　

婕

都
の
錦
の
研
究	

	

―
噺
本
『
軽
口
は
な
し
』
か
ら
見
る
述
作
姿
勢
の
再
検
討
―	

	
	

平　

山　

聖　

悟

　
　
　
　
　
博
　
士

『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
の
研
究	

	

―
私
記
所
引
の
字
様
を
め
ぐ
っ
て
―	

賈　
　
　
　
　

智

ロ
シ
ア
資
料
に
よ
る
鹿
児
島
方
言
の
史
的
研
究	

久
保
薗　
　
　

愛

▼
受
贈
図
書
（
二
〇
一
三
年
十
月
～
二
〇
一
四
年
三
月
）

村
上
龍
青
少
年
主
人
公
作
品
研
究
―
主
体
性
確
立
で
危
機
を
乗
り
越

え
て	

徐　
　
　

明　

真

福
岡
県
先
賢
人
名
辞
典
（
復
刻
版
）	

三　

松　

荘　

一

近
世
雅
文
壇
の
研
究
―
光
格
天
皇
と
賀
茂
季
鷹
を
中
心
に
―	

	
	

盛　

田　

帝　

子

桃
園
文
庫
目
録　

上
巻
中
巻
下
巻	

東
海
大
学
附
属
図
書
館

部
落
解
放
史
の
最
前
線
： 

啓
発
・
教
育
の
現
場
と
研
究
を
つ
な
ぐ	

	
	

福
岡
県
人
権
研
究
所

T
H

E
 JA

PA
N

E
SE

, A
IN

U
, K

O
R

E
A

N
, A

LTA
IC

 （M
A

N
C

H
U- T

U
N

G
U

S, 

M
O

N
G

O
L

IC
, T

U
R

K
IC

）, U
G

R
O
- F

IN
N

IC
 

（F
IN

N
IS

H
, 

H
U

N
G

A
R

IA
N

）, B
A

SQ
U

E
, M

A
YA

N
, PO

LYN
E

SIA
N

 （M
A

O
R

I

） 
A

N
D

 D
R

AV
ID

IA
N

 （TA
M

IL

） LA
N

G
U

A
G

E
S IN

 T
H

E
 LIG

H
T

 

O
F H

E
U

R
IST

IC
S	

B
E

N
O

N
 ZB

IG
N

IE
W

 SZA
L

E
K

「
も
ら
う
」
と
「
～
て
も
ら
う
」
の
意
味
・
用
法
―
そ
れ
に
対
応
す
る

タ
イ
語
表
現
の
考
察
―	

Sirilak SIR
IM

A
C

H
A

N

研
究
と
資
料　

第
七
十
輯	

研
究
と
資
料
の
会

台
湾
大
学
典
蔵
全
文
刊
本
４
『
長
澤
伴
雄
自
筆
日
記
』
第
一
巻	

	
	

亀　

井　
　
　

森

敦
煌
学
・
日
本
学	

石　

塚　

晴　

通

石
清
水
物
語
の
研
究
―
第
三
系
統
伝
本
の
校
本
と
影
印
―	

	
	

宮　

崎　

裕　

子

待
兼
山
論
叢　

第
四
七
号　

文
化
動
態
論
篇	

	
	

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
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〒
八
一
二

－

八
五
八
一	

福
岡
市
東
区
箱
崎
六

－

一
九

－

一

	

九
州
大
学
文
学
部
内
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会

	

（Tel

・Fax

：
〇
九
二

－

六
四
二

－

二
三
九
五
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.lit.kyushu-u.ac.jp/japano/

（	

研
究
室
の
ア
ド
レ
ス
も
記
し
て
い
ま
す
の
で
、	

学
会
関
係
・

住
所
変
更
等
の
各
種
連
絡
に
も
御
利
用
下
さ
い
。）	

《
規
　
　
定
》

一
、
投
稿
は
原
則
と
し
て
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
会
員
に
限
る
が
、
そ

れ
以
外
の
方
に
寄
稿
を
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
る
。

二
、
投
稿
原
稿
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
三
十
枚
内
外
を
一
応
の
規
定
と
し
、

そ
の
際
、
二
枚
程
度
の
要
旨
を
添
付
さ
れ
た
い
。

三
、
原
稿
の
採
否
等
に
つ
い
て
は
運
営
編
集
委
員
会
に
一
任
さ
れ
た
い
。

四
、
刊
行
は
年
二
回
を
原
則
と
す
る
。

五
、
刊
行
会
会
費
は
現
在
年
額 

維
持
会
員
四
千
円
（
各
号
二
部
配
布
）、

通
常
会
員
二
千
円
（
各
号
一
部
配
布
）
と
す
る
。

六
、
執
筆
者
に
は
別
に
二
部
を
贈
呈
し
、
希
望
者
に
は
抜
刷
を
実
費
で
分

け
る
。

七
、
会
員
以
外
の
購
読
者
は
毎
号
ご
と
に
誌
代
を
納
め
ら
れ
た
い
。


